
　
10
月
５
日
㈮
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き
で
、
国

東
市
、
姫
島
村
の
関
係
者
約
２
８
０
人
が
出

席
し
て
平
成
30
年
度
国
東
地
区
交
通
安
全
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
が
捧
げ
ら

れ
た
後
、
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
団
体
・

個
人
に
対
し
て
各
種
表
彰
と
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
け
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
大
分
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

﹇
国
東
市
関
係
分
・
敬
称
略
（

　
　）
内
は
分
会
名
﹈

▼
交
通
安
全
功
労
者

相
部
　
義
則
〔
武
蔵
町
〕

（
公
財
）
大
分
県
交
通
安
全
協
会
国
東
支
部

上
国
崎
分
会
﹇
分
会
長
　
宮
永
　
英
次
﹈

▼
10
年
以
上
優
良
運
転
者

久
保
田
　
正
（
旭

　日
）
　
穴
井
ツ
ヤ
子
（
武

　蔵
）

▼
15
年
以
上
優
良
運
転
者

古
森
　
　
弘
（
伊

　美
）
　
山
本
　
德
男
（
来

　浦
）

西
田
　
政
義
（
西
安
岐
）

▼
優
良
運
転
者

髙
井
　
　
正
（
中
武
蔵
）

▼
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章
・
優
良
運
転
者

堀
　
　
春
義
（
豊

　崎
）
　
鶴
田
馨
一
郎
（
国
東
南
）

▼
交
通
安
全
功
労
者

松
尾
　
泰
二
（
国
東
北
）

▼
30
年
以
上
優
良
運
転
者

一
川
千
惠
子
（
伊

　美
）
　
重
光
　
信
正
（
熊

　毛
）

松
本
　
敬
一
（
富

　来
）
　
土
谷
小
夜
子
（
国
東
南
）

村
岡
　
修
一
（
国
東
南
）
　
岩
本
　
敏
勝
（
国
東
南
）

橋
下
千
鶴
惠
（
中
武
蔵
）
　
中
本
レ
イ
子
（
安

　岐
）

財
前
　
久
世
（
西
武
蔵
）

▼
40

年
以
上
優
良
運
転
者

松
尾
　
泰
二
（
国
東
北
）

　井
上
ス
ミ
子
（
国
東
北
）

▼
50

年
以
上
優
良
運
転
者

都
留
喜
多
男
（
伊

　美
）

　伊
牟
田
洋
史
（
富

　来
）

木
村
　
　
弘
（
国
東
北
）

　鶴
田
馨
一
郎
（
国
東
南
）

川
田
　
弘
子
（
西
安
岐
）

東
市
、
姫
島
村
の
関
係
者
約
２
８
０
人
が
出

席
し
て
平

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
が
捧
げ
ら

れ
た
後
、
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
団
体
・

個
人
に
対
し
て
各
種
表
彰
と
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
け
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
大
分
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

平成30年度　国東地区交通安全大会

国
東
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
長
表
彰

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

大
分
県
交
通
安
全
協
会

国
東
支
部
優
良
分
会
表
彰

国
東
警
察
署
長
・

大
分
県
交
通
安
全
協
会
国
東
支
部
長
表
彰

大
分
県
警
察
本
部
長
・

大
分
県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

九
州
管
区
警
察
局
長
・

九
州
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

▲国東警察署長から表彰を受ける上国崎分会 ▲受章者代表謝辞を述べる髙井正さん

「文殊耶馬」が

国の名勝に指定されました！

　国東町大恩寺の文殊仙寺境内を中心とした「文殊耶馬」は、今年６月15日に国の文化審議会

より、国名勝に指定するよう文部科学大臣に答申されていました。10月15日㈪の官報告示によ

り、正式に国の名勝に指定されました。

文殊耶馬の特徴

　江戸時代に描かれた「紙本著色文殊

仙寺境内図」が今に伝えられているこ

とです。この絵図には文殊耶馬の範囲

がもれなく描かれています。絵図に年

代の記載はありませんが、宝永３年

（1706）ないし同４年（1707）と推

測されています。（『名勝に関する特定

の調査研究事業報告書（大分県の名勝

に関する特定の調査研究事業）』文化

庁文化財部記念物課発行より）

文殊耶馬と三浦梅園

　江戸時代中期の哲学者である三浦梅

園は、文殊仙寺を取り巻くその情景に

深く感銘を受け、「眉の山集」に「峨

嵋山十四境」を定めました。

市民の皆様へ

　多くの方が、何度も文殊耶馬を目にし

たことがあるのではないでしょうか。国

指定名勝になったこの機会に、もう一度

名勝に触れ、先人達に思いを巡らせ、そ

の存在意義を確かめてください。

【問合先】文化財課　☎０９７８-７２-２６７７
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